
 

人 23 名、法人 5 社で合計 130.2 万
円、会費からの寄付金を合わせ総額
417.7 万円で、昨年の浦和ＲＣを抜
いて過去 6 年間で地区最高額とな
りました。来る 1 月の世話クラブ選

考で大いに役立ちます。ありがとうございました。 
■プログラム委員会 委員長 小林 政良 
12 月は疾病予防と治療月間となり
ます。まだまだ続く新型コロナウィ
ルスの影響による日本・世界の状
況、対策について、戸田中央総合病
院 小児科部長・コロナ担当医の松
永 保 医師をお招きして、専門的な
お話をしていただきます。たくさん
の会員の皆様のご参加をお待ちしています。 
 
 
 
小沢 孝(17 日) 
結城 剛(17 日) 
山本 教雄(21 日) 
星野 良江(27 日) 
大千里 佳子(28 日) 
佐藤 直樹(30 日) 
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横田 慶介 雑誌・会報委員 
入会して約２年となりました

が、ロータリーの友を全てしっ
かり読んだのは初めてです。こ
の場では見て頂かなくても中身
がわかるように、ご説明したい
と思います。 

横組の P.３には、クナーク
RI 会長から、コロナ禍でのロータリーの活躍・
工夫について紹介されています。P.12～、ロータ
リーメンバー数の推移があり、1996 年から 2020
年までの 24 年で、13 万→8.5 万と約 1/3 に減少
しています。新規加入で増える一方で、既存の
方が負担感などで退会していかれる現象が続い
ています。各ロータリーにて様々な工夫がなさ
れていますが、各幹事などの方の負担感なども
退会の一つの理由となっています。その負担感
緩和のためには、サポートできる人がサポート
する事が大切かと思います。 

縦組みで一つ、P.４～、アレルギー要因となる
物質について紹介されており、香料、農薬など
の人体に与える影響について、まとまったいい
情報となっています。是非ご一読ください。 

以上、今月のロータリーの友の紹介とさせて
いただきます。 
 
 

 
 

小沢 孝 2019-2020 年度 青少年奉仕委員会委員
長より、青少年交換留学生 ソフィア・ドネイ
さんと小船菜子さんのご紹介がありました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
州都であるマディソンとその隣町のミドルトンに住んで
いました。 
 
初日からトラブル 
シカゴからマディソンに行くまでの飛行機が遅延を繰り
返し、最終的にはその日のうちに飛ばずキャンセルとな
りました。結局空港に一泊し翌朝 6 時ごろの飛行機に乗
りました。その間に多くの現地の方やホストクラブのカ
ウンセラーさんに助けていただきました。 
 
３つのファミリーにお世話になりました 
皆さんが優しくて、 家族の一員として受け入れてくださ
り、本当に過ごしやすい毎日でした。 
 
第一ファミリーには初日から 11 月末まで 
マディソンのダウンタウンへ連れて行ってくださいまし
た。高層ビルはなく、高くても三階建てで、道が広いた
め、すごく開放感のあるきれいな街です。「バッキー」は
アナグマがモチーフの、ウィスコンシン大学の主にアメ
フトチームのマスコットキャラクター、市内でとても人
気です。 
このファミリーは湖の近くに別荘を持っていて、三か月
の間で 2 回ほど遊びに行きました。カヤックで湖を一周
したり、バーベキューをしたりととても充実した時間で
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からの手紙を、昨年度カウンセラー 

永井 博 会員が代読しました。 
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